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平成３０年の災害（国交省ＨＰ災害情報より）
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発生 種類 災 害

1/22 雪害 大雪等

1/23 火山 草津白根山の噴火

2/ 1 雪害 降雪等

3/ 1 地震 西表島付近を震源とする地震

4/ 9 地震 島根県西部を震源とする地震

4/11 その他 大分県中津市の土砂災害

4/14 地震 根室半島南東沖を震源とする地震

4/19 火山 霧島山（えびの高原周辺）の噴火

5/12 地震 長野県北部を震源とする地震

5/18 風水害 ５月１８日からの大雨

5/25 地震 長野県北部を震源とする地震

6/17 地震 群馬県南部を震源とする地震

6/18 地震 大阪府北部を震源とする地震

発生 種類 災 害

7/ 3 風水害
平成３０年７月豪雨
（台風７号、前線）

7/ 7 地震 千葉県東方沖を震源とする地震

7/30 風水害 台風１２号

8/ 5 風水害 ８月５日からの大雨

8/ 8 風水害 台風１３号

8/15 火山 口之永良部島の火山活動

8/22 風水害 台風１９号及び２０号

9/ 4 風水害 台風２１号

9/ 6 地震 平成３０年北海道胆振東部地震

10/1 風水害 台風２４号

10/9 風水害 台風２５号

土木技術資料での調査速報
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平成３０年７月豪雨

3出典：社整審道路分科会第６６回基本政策部会資料



高速道路における主な被災状況

4出典：社整審道路分科会第６６回基本政策部会資料



直轄国道における主な被災状況

5出典：社整審道路分科会第６６回基本政策部会資料
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一般道における主な被災状況

出典：社整審道路分科会第６６回基本政策部会資料
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高知自動車道 立川橋

土砂崩落規模：幅約80ｍ×長さ約230ｍ×深さ約2.5ｍ
流出土砂量 約35,000㎥ （ドローン調査映像からの推計値）
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高知自動車道 立川橋

橋 長 ６３．５ｍ

幅 員 ９．０１ｍ

上部形式 PRC3径間連続版桁橋

下部形式 壁式橋台、壁式橋脚

基 礎 組杭深礎基礎

適用基準 道路橋示方書（平成14年3月）

上り線 下り線

立川橋
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山側谷側

P1

P2

A2
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立川橋 Ｐ２橋脚の状況

山側 谷側

橋座部（天端）の谷側が欠損。他は躯体の損傷確認されず。山側面の検査路も健全。

傾斜も確認されず。
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立川橋

立川トンネル

南側谷筋

北側谷筋

立川トンネル



立川トンネル

［坑口付近］

 土砂崩落時には、土砂が数ｍトンネル内に流入（調査時は撤
去済み）

 坑門に特段の変状なし

12

トンネル坑口付近内面（山側）

3~4m
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４車線の高速道路による効果

出典：社整審道路分科会第６６回基本政策部会資料
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高速道路のダブルネットワークによる効果

出典：社整審道路分科会第６６回基本政策部会資料
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国道３７５号上段原橋

土石流

至

呉
市
街
地

至

東
広
島
市

被災位置
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国道３７５号上段原橋

橋長 11.02 m

幅員 11.75m

上部
形式

プレテンション方式
単純中空床版橋

下部
形式

Ｕ型橋台

基礎 直接基礎

土石流

土石流により上部
構造が流出



17

国道３７５号上段原橋

A2

堰堤

A1

A2 堰堤
A1



道路橋示方書の規定
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（１）橋の設計において実現すべき橋の性能は、物流等の社
会・経済活動上の位置付けや、防災計画上の位置付け等の
道路ネットワークにおける路線の位置付けや代替性を考慮し
て決定する。

橋の計画にあたっては、路線線形や地形、地質、気象、交
差物件等の外部的な諸条件、使用目的との適合性、構造物
の安全性、耐久性、維持管理の確実性及び容易さ、施工品
質の確保、環境との調和、経済性を考慮し、加えて地域の防
災計画や関連する道路網の計画とも整合するように、架橋位
置及び橋の形式の選定を行わなければならない。

共通編 １．４ 橋の重要度

共通編 １．７．１ 架橋位置と形式の選定



道路橋示方書の規定
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（５）少なくとも1)から4)に該当することが考えられる場合は、地盤変動等

に対する検討に必要な情報が十分に得られるように、特に留意して調査
を行わなければならない。

1) 軟弱地盤 2) 液状化が生じる地盤

3) 斜面崩壊、落石・岩盤崩壊、地すべり又は土石流の発生が考えられ
る地形、地質 4) 活断層

橋の耐震設計にあたっては、想定される地震によって生じうる津波、斜
面崩壊等及び断層変位に対して、これらの影響を受けないような架橋位
置又は橋の形式の選定を行うことを標準とする。なお、やむを得ずこれら
の影響を受ける架橋位置又は橋の形式となる場合には、少なくとも致命
的な被害が生じにくくなるような構造とする等、地域の防災計画等とも整
合するために必要な対策を講じなければならない。

下部構造編 ２．４ 地盤の調査 2.4.1 一般

耐震設計編 １．４ 架橋位置と形式の選定において耐震設計上
考慮する事項
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国道５６号愛媛県宇和島市吉田地先

吉田町立間 吉田町白浦

吉田町白浦

★★
★

★

★被災

宇和島市

・四万十帯の砂岩・泥岩を覆っている表層土砂が大雨による地下水上昇により表層崩落およびすべり崩落が発生。
・大雨による表流水の流入が集中し、盛土のり面が浸食され路面が陥没。
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尾道松江線（松江自動車道・尾道自動車道）

地すべりによりグラウンドアンカーの破断、引込みが発生

地すべり頭部に発生した
滑落崖

★

★

★

★

高野IC



道路土工構造物の被害の特徴（直轄国道）

22

《土砂流入》 《盛土崩壊》

国道３１号（広島県坂町）国道４１号（岐阜県下呂市）

《地すべり》

松江自動車道（高野IC）国道５６号（愛媛県宇和島市）

《河川洗掘》《斜面・のり面崩壊》

国道２号（山口県岩国市）

国道２３２号（北海道小平町） 国道２号（広島県竹原市）

国道２号（広島県広島市）

・土砂流入は施設の被害も少なく比較的復旧が早い

・のり面、地すべりは施設の被害に応じて復旧に期間を要
する傾向
・河川洗掘は施設の流出により復旧に期間を要する

被災形態と応急復旧までの期間



23

災害状況から見られるポイント

ポイント 道路土工構造物技術基準・同解説
（平成29年3月）

○水に関連して問題がある箇所が被
災
・集水地形
・表流水の集中
・水による土質の変質
・旧地形における地下水の上昇

・土工構造物の設計においては、土中
の水の排除が重要。

・排水施設の重要度は増大していると
考えられることから、各項において排
水施設の設計に関する項目を特に定
めている 。

○施工中に崩落するなど問題があっ
た箇所が被災
・設計の見直しは行われたか？
・管理への引継ぎは行われたか？

・設計の段階における予測の不確実
性が大きい。

・調査～施工及び供用中の点検等を
通じて、段階的に不確実性を低減して
いくことが基本。
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平成30年北海道胆振東部地震（厚真町鹿沼）

平成30年北海道胆振東部地震（KiK-net追分）

平成28年熊本地震（KiK-net益城）

平成23年東北地方太平洋沖地震（K-NET仙台）

平成16年新潟県中越地震（妙見堰管理支所）

平成15年十勝沖地震（大樹町生花）

平成7年兵庫県南部地震（鷹取駅）

0.5 2.0

平成３０年北海道胆振東部地震

発生日時 平成30年9月6日 3時7分
震源地 胆振地方中東部（北緯４２．７度、東経１４

２．０度）

震源の深さ ３７ｋｍ（暫定値）

地震の規模 マグニチュード６．７（暫定値）

【凡例】

震央 震度5強

震度7 震度5弱

震度6強 震度4

震度6弱 震度3

7

4

3 地理院地図
（電子国土Web）

6+

6-

5+

5-

20km

厚真町鹿沼

石狩低地東縁断層帯
南部

石狩低地東縁断層帯
主部

KiK-net追分
(震度観測点ではないが，
震度7相当の地震動を観測)
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札幌市清田地区里塚地区

土砂が堆積した範囲

道路の陥没・家屋の変状
が発生した範囲

道路・家屋の変状が著しい
範囲

①
②③

④
⑤

⑥

④⑤⑥

地盤沈下による住宅の傾斜道路の陥没 地盤沈下による道路・宅地の変状

★

◎震源

約50km

①

②

③

堆積した土砂

土砂の噴出による道路損傷

地盤沈下によるﾏﾝﾎｰﾙの突出
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札幌市清田地区里塚地区

〈旧河道の盛土部の液状化〉

札幌市清田区里塚災害地周辺の航空写真（国土地理院地図（電子国土web）より作成）

土砂の流出により沈下した道路

土砂の噴出により 崩壊した道路

• 道路の陥没・宅地の変状が発生した範囲は谷部を火山灰質の砂
質土で埋めた造成地

• 谷部を埋めた地形のため、地下水位が高い状態
• 地震動により地下水以下の土の層が液状化し、標高の低い箇所

から液状化した土砂が噴出
• 噴出した土砂により標高の低い範囲に土砂が堆積する一方で、地

表の高い範囲では液状化した土砂の流出により沈下・陥没が発生
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札幌市清田地区里塚地区

想定される変形メカニズム



道路橋の被災
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入鹿別橋

豊川橋

厚真新橋

豊年橋若草橋

鯉沼橋

あけぼの橋

みどり橋

町道緑町２号線函渠

千歳空港

上厚真大橋

沼ノ端西IC～苫東中央IC
9/6 15:30通行止め解除

鵡川IC～日高厚賀IC
9/9 8:00通行止め解除

厚真IC～鵡川IC
9/7 通行止め解除

苫東中央IC～厚真IC
9/6 通行止め解除
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道路橋の被災：厚真新橋

斜角を有する橋梁の回転移動 橋台背面盛土の沈下
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道路橋の被災：支承部の損傷

鋼製支承の損傷：上厚真大橋

ゴム支承の残留変位、固定装
置のボルト破断：あけぼの橋



重要インフラの緊急点検
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平成３０年１１月２７日重要インフラの緊急点検に関する
関係閣僚会議 第２回会合資料 より



32出典：重要インフラの緊急点検に関する関係閣僚会議 第２回会合資料



33出典：首相官邸HP 重要インフラの緊急点検に関する関係閣僚会議



災害覚知技術の開発
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災害覚知技術の開発：背景
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大規模災害発生時の

情報不足
 東日本大震災：被害が広範囲

 熊本地震：夜間に発生

 北海道胆振東部地震：夜間に発生・
大規模停電

→各種技術を用いた情報収集の重
要性

技術開発側への

ニーズの提示
様々な要素技術の開発が進められて
いる。

内閣府の技術開発プロジェクト例
 戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）

 革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）

←技術開発に対し、ニーズを適切
に示せているか？
例）情報の取得時間、精度、使用条件

災害対応で必要とされる技術要件を提示
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熊本地震の
災害対応の調査

情報ニーズの抽出

情報把握技術の
現状の調査

情報把握技術の評価

必要な技術要件を提示

情報ニーズの調査 情報把握技術の調査

●情報取得までの時間
●情報の範囲
●情報の信頼性

36

●ヒアリング調査
●報告資料等の分析

●公開資料
●データの解析

●不足している情報

新規技術の活用可能性

熊本地震の
災害対応の調査

研究方法：熊本地震の災害対応の調査に基づき、
技術要件を提示



37

情報ニーズの調査：熊本地震の対応
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技術評価の指標

■災害対応の意思決定に必要な情報を評価するため

３つの観点（即時性・網羅性・確度）を整理

●「即時性」:必要な時間内に取得できるかを評価

●「網羅性」:全体の包括的な情報や、
局所的な詳細情報などを分けて評価

●「信頼性」:取得した情報が意思決定に用いること
ができるものであるかを評価



技術要件の整理
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●技術評価の例

衛星SAR

UAV（現在）

UAV（将来）

CCTVカメラ

A

C

技術開発目標を提示

C

S

SC

S SB

即時性 網羅性 信頼性

A

A DS

D

A

項目 諸元・仕様
名称 INSPIRE

回転翼 4枚

重量 3,500ｇ

対角寸法 581ｍｍ（プロペラ含まず）

項目 諸元・仕様
名称 INSPIRE

回転翼 4枚

重量 3,500ｇ

対角寸法 581ｍｍ（プロペラ含まず）

光ファイバ断線情報

常時監視

即時に大凡の
被災位置を把握

夜間・悪天候時
の観測が可能

精度の高い
調査が可能
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情報空白領域での情報取得が期待される技術

新技術の活用可能性の検討

片側

片側

橋梁段差

落橋

液状化

道路崩落

路面陥没

橋梁段差
片側

落石
法面崩壊

片側

片側

片側

大型車
離合不可

路面亀裂

片側

路面亀裂

片側

陥没

踏切迂回可能
段差あり

片側通行
（大型車不可）

段差

崩落

段差

落盤

立野跨線橋
50ｃｍ段差

段差
片側

片側

県道28号
（土砂崩落）

町道を介して28号へ
（大型車不可）

落石
落石

方面崩壊

▲阿蘇山

震源地

493045493044

493034 493036 493130 493131

493025 493026 493027 493120

493015 493016 493110

493005

493006

493150

493007

0件

1件以上、10件以下

11件以上、20件以下

21件以上、30件以下

31件以上

片側

片側

橋梁段差

落橋

液状化

道路崩落

路面陥没

橋梁段差
片側

落石
法面崩壊

片側

片側

片側

大型車
離合不可

路面亀裂

片側

路面亀裂

片側

陥没

踏切迂回可能
段差あり

片側通行
（大型車不可）

段差

崩落

段差

落盤

立野跨線橋
50ｃｍ段差

段差
片側

片側

県道28号
（土砂崩落）

町道を介して28号へ
（大型車不可）

落石
落石

方面崩壊

▲阿蘇山

震源地

走行実績のあるリンクプローブ通行実績リンク（大型車）

プローブ通行実績リンク

通行可能道路

通行可能道路だが、
プローブ通行実績が

ないリンク

通行可能道路だが、
プローブ通行実績が

ないリンク

通行可能道路だが、
プローブ通行実績が

ないリンク

ETC2.0、民間プローブ SNS分析情報システム SAR画像

⑤光ファイバ

光ファイバ断線情報 赤外線カメラ搭載UAV

河川

車
両

人

・累計延長38,000km
・即時に異常を検知

・夜間の被災把握が可能

・リアルタイムの情報

光ファイバ断線情報 赤外線カメラ搭載UAV

被災位置の把握 被災状況の把握
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光ファイバ断線情報

6.0dB以上
（重障害）

水色：基準波形
緑色：障害波形

2016/4/16 01:32:39

（本震発生から７分後）
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光ファイバ断線情報

・本震発生から7分後に、
6.0dB以上の障害波形を記録

・実際の道路被災との誤差は261m

発災直後の被災箇所の把握に有用

断線を確認

光ファイバ断線箇所
（国道57号立野地区）

実際の断線箇所（H28.4.19 21時）

(国道57号

80k680m)

6.0dB以上
（重障害）

水色：基準波形
緑色：障害波形

2016/4/16 01:32:39

（本震発生から７分後）
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赤外線カメラ搭載UAV

項目 諸元・仕様
名称 INSPIRE

回転翼 4枚

重量 3,500ｇ

対角寸法 581ｍｍ（プロペラ含まず）

・機種：INSPIRE1（DJI社）
・重量：3.5kg

・全長：581mm

・連続飛行時間：10~25分
・操作可能範囲：2000m

■本体

・重量：270g

・解像度：640(H)×512(V)

■カメラ

■使用機器■実施フロー

場所の選定

飛行許可申請

撮影計画の策定

実地調査

■把握可能なインフラ被災の種類、撮影条件を調査

◎場所：熊本県阿蘇地区大切畑大橋周辺

◎日時：平成30年2月20日午前7時

◎撮影高度：30~40m、50~60m、70~100m

◎撮影確度：斜め45度～90度

H29.8.2 大切畑大橋
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赤外線カメラ搭載UAV撮影画像

光学画像
（高度60m、斜め45度）

赤外線画像
（高度60m、斜め45度）

鉛直方向からは
判読困難

・夜間を想定した条件下で、インフラ被災の把握が可能

・段差（5cm~）、路面ヒビ割れ、橋桁横ずれ等を確認

・道路被災の把握には高度40~60mからの斜め撮影が有用
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技術の活用シナリオ

被災位置 被災状況

１時25分 2時台 3時台 4時台 5時30分

改善

報
道
ヘ
リ
に
よ
る
斜

面
崩
落
映
像

点
検
業
者
が

南
阿
蘇
橋
ま
で
到
達

地
震
発
生

南阿蘇橋より先に進めず

U
A
V

が
阿
蘇
大
橋
ま
で
到
達
し
、

落
橋
と
斜
面
崩
落
を
確
認

南
阿
蘇
橋
か
ら
、
赤
外
線
カ
メ
ラ

搭
載U
A
V
に
よ
る
撮
影
を
開
始

１時32分

光
フ
ァ
イ
バ
断
線
情
報

実
際
の
対
応

活
用
シ
ナ
リ
オ

【平成28年4月16日本震発生時を想定】

阿蘇大橋落橋および斜面崩落がより早期に把握可能



ご意見をお聞かせ下さい。

木村嘉富

kimura-y92tb@mlit.go.jp
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